
3 2012（平成24年）

昨年12月２日に施行された税制改正法により、同日以後に法
定申告期限が到来する国税については、納税者が更正の請求をできる期間が原則５年

（改正前１年）に延長されました。これに併せ、税務署等がする増額更正の期間制限も原
則５年（改正前３年）に延長されています。

更正の請求期間の延長

国　税／平成23年分所得税の確定申告
2月16日〜3月15日

国　税／個人の青色申告の承認申請 3月15日
国　税／贈与税の申告 2月1日〜3月15日
国　税／2月分源泉所得税の納付 3月12日
国　税／個人事業者の23年分消費税の確定申告

4月2日
国　税／1月決算法人の確定申告

（法人税・消費税等） 4月2日
国　税／7月決算法人の中間申告 4月2日
国　税／4月、7月、10月決算法人の消費税の

中間申告（年3回の場合） 4月2日
地方税／個人の都道府県民税、市町村民税、事業税

（事業所税）の申告 3月15日

（弥生）March

20日・春分の日3月
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通
勤
途
中
の
交
通
事
故
や
体
力
消

耗
に
よ
る
業
務
効
率
の
低
下
と
い
っ

た
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
、
自

転
車
通
勤
規
定
を
作
成
し
、
自
転
車

通
勤
を
許
可
制
に
し
て
、
自
転
車
保

険
へ
の
加
入
を
義
務
付
け
て
い
る
企

業
が
増
え
て
い
ま
す
。
未
だ
対
応
さ

れ
て
い
な
い
企
業
の
方
は
、
自
転
車

に
関
し
ど
の
よ
う
な
経
営
リ
ス
ク
が

あ
る
の
か
理
解
を
深
め
、
必
要
な
対

策
を
と
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
事
故
の
現
状

近
年
、
交
通
事
故
全
体
に
占
め
る

自
転
車
事
故
の
割
合
が
増
加
し
て
き

て
い
ま
す
。
自
転
車
は
免
許
が
要
ら

な
い
最
も
身
近
で
便
利
な
乗
り
物
で
、

通
勤
は
も
ち
ろ
ん
、
ち
ょ
っ
と
お
使

い
に
と
毎
日
使
用
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
自
転
車
は
、
歩
行
者
に

衝
突
す
れ
ば
相
手
を
死
亡
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
自
動
車
と
同
様
、
刑
事
的

に
重
過
失
致
死
傷
罪
な
ど
に
問
わ
れ
、

民
事
的
に
も
損
害
賠
償
請
求
を
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
と

異
な
り
損
害
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

義
務
の
な
い
自
転
車
の
運
転
者
は
、

損
害
賠
償
請
求
を
さ
れ
る
と
多
額
の

支
払
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、

従
業
員
が
「
事
業
の
執
行
中
」
に
事

故
を
起
こ
し
た
場
合
に
は
、
会
社
側

も
『
使
用
者
責
任
』（
民
法
七
一
五
条
）

に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
問
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
事
故
の
発
生
状
況

（
平
成
二
十
二
年
）

警
察
庁
に
よ
る
と
、
自
転
車
が
当

事
者
と
な
っ
た
交
通
事
故
件
数
は
、

前
年
よ
り
減
少
し
、
一
五
万
一
、
六

二
六
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
は
交
通
事
故
全
体

の
件
数
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
自

転
車
事
故
は
交
通
事
故
全
体
の
二

〇
・
九
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
は

十
年
前
の
一
・
一
二
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。

自
転
車
が
当
事
者
と
な
っ
た
死
亡

事
故
（
自
転
車
関
連
死
亡
事
故
）
件

数
は
、
十
年
前
よ
り
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
死
亡
事
故
全
体
に
占
め
る
割

合
は
十
年
前
の
一
・
二
三
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、
自
転
車
の
普
及

台
数
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
携
帯
電

話
で
メ
ー
ル
（
電
話
）
し
な
が
ら
、

あ
る
い
は
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
自
転

車
に
乗
っ
て
い
る
人
や
歩
い
て
い
る

人
が
増
え
た
こ
と
な
ど
、
交
通
マ
ナ

ー
の
悪
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
転
車
に
対
す
る
罰
則

道
路
交
通
法
で
は
、
自
転
車
は
軽

車
両
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
自
動
車

と
異
な
り
行
政
処
分
と
な
る
反
則
金

制
度
（
青
切
符
）
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
摘
発
を
受
け
る
と
刑
事
罰
対
象

の
赤
切
符
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
最
近

で
は
、
競
輪
用
「
ピ
ス
ト
」
な
ど
ブ

レ
ー
キ
の
無
い
自
転
車
（
ペ
ダ
ル
を

逆
回
転
さ
せ
て
速
度
を
落
と
す
自
転

車
）
の
取
り
締
ま
り
も
始
め
ら
れ
摘

発
さ
れ
て
い
ま
す
。

a

飲
酒
運
転
の
禁
止

酒
酔
い
運
転
は
自
動
車
同
様
に

五
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万

円
以
下
の
罰
金

s

安
全
運
転
義
務
違
反

手
放
し
走
行
や
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
す
ぎ
は
安
全
運
転
義
務
違
反
で

三
ヶ
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
万
円

以
下
の
罰
金

d

夜
間
ラ
イ
ト
点
灯
義
務
・
ブ
レ

ー
キ
不
良
自
転
車
の
運
転
禁
止

五
万
円
以
下
の
罰
金

f

重
大
な
過
失
で
人
を
死
傷
さ
せ

た
と
き

重
過
失
傷
害
や
重
過
失
致
死
が
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適
用
さ
れ
五
年
以
下
の
懲
役
又
は

五
〇
万
円
以
下
の
罰
金

g

信
号
無
視
・
交
差
点
で
の
一
時

停
止
違
反

三
ヶ
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
万

円
以
下
の
罰
金

自
転
車
保
険

自
転
車
事
故
に
対
応
す
る
保
険

（
自
転
車
保
険
）
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

以
前
は
、
損
害
保
険
会
社
に
「
自

転
車
総
合
保
険
」
と
い
う
、
自
転
車

に
乗
っ
て
い
る
と
き
の
ケ
ガ
の
補
償

（
歩
行
中
に
自
転
車
に
衝
突
さ
れ
た
と

き
の
ケ
ガ
も
含
む
）
と
自
転
車
に
乗

っ
て
い
る
と
き
の
損
害
賠
償
事
故

（
対
人
賠
償
・
対
物
賠
償
）
を
補
償
す

る
保
険
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
現
在
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、「
個
人
賠
償

責
任
保
険
」
と
い
う
保
険
を
自
動
車

保
険
や
火
災
保
険
な
ど
の
特
約
に
付

け
る
方
法
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

自
転
車
保
険
に
代
わ
る
も
の

〜
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
〜

自
転
車
保
険
以
外
の
方
法
で
、
保

険
と
同
等
か
ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す

る
よ
う
な
補
償
を
得
る
方
法
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？

実
は
、
自
転
車
に
は
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

と
い
う
も
の
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す

（
全
て
の
自
転
車
と
言
う
こ
と
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
も
の
に
貼
っ
て
あ
る
も
の
で

す
）。Ｔ

Ｓ
と
は
、T

raffic
Safety

＝
交

通
安
全
の
略
で
す
。
こ
れ
は
、
そ
の

名
の
と
お
り
自
転
車
を
安
全
に
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
の
制
度
で
、
自
転

車
安
全
整
備
士
が
普
通
自
転
車
を
点

検
・
整
備
し
て
安
全
の
確
認
を
し
た

と
き
に
こ
の
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
が
貼
ら
れ

ま
す
。
ち
な
み
に
、
平
成
二
十
三
年

二
月
現
在
、
自
転
車
安
全
整
備
士
が

い
る
店
は
、
全
国
に
約
一
、
五
〇
〇

店
あ
り
ま
す
。

こ
の
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
に
は
、
Ｔ
Ｓ
マ

ー
ク
付
帯
保
険
と
い
う
も
の
が
あ
り

保
険
が
付
い
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ー

ク
に
は
三
種
類
あ
り
、
色
に
よ
っ
て

補
償
額
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
死
亡

も
し
く
は
重
度
後
遺
障
害
を
負
わ
せ

た
と
き
の
賠
償
責
任
補
償
の
場
合
、

青
色
＝
一
千
万
円
、
赤
色
・
緑
色
＝

二
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
怪
我

の
入
院
は
一
五
日
以
上
が
対
象
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
有
効
期
限

が
整
備
（
点
検
）
し
た
日
か
ら
一
年

間
で
す
。
せ
っ
か
く
マ
ー
ク
が
貼
っ

て
あ
っ
て
も
期
限
が
切
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
再
度
整
備
士

に
点
検
し
て
も
ら
い
、
更
新
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

使
用
者
責
任
と
は
？

民
法
七
一
五
条
に
よ
る
『
使
用
者

責
任
』
は
、「
あ
る
事
業
の
た
め
に
他

人
を
使
用
す
る
者
は
被
用
者
が
そ
の

事
業
の
執
行
に
つ
い
て
第
三
者
に
加

え
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
」

と
あ
り
ま
す
の
で
、「
事
業
の
執
行
」

中
に
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
に
問
題

と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
人
身
、
物

損
、
い
ず
れ
の
事
故
に
も
適
用
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
民
法
七
一
五
条
に
い
う

「
被
用
者
」
と
は
、
判
例
に
よ
れ
ば
、

報
酬
の
有
無
・
雇
用
期
間
の
長
短
を

問
わ
ず
、
使
用
者
の
選
任
に
よ
っ
て

そ
の
指
揮
監
督
の
も
と
で
使
用
者
の

経
営
す
る
事
業
に
従
事
し
て
い
る
者

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
事
業
」

も
「
仕
事
」
と
同
じ
と
考
え
て
よ
く
、

使
用
者
と
被
用
者
と
の
契
約
は
ど
ん

な
契
約
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
必
ず
し

も
有
効
な
契
約
で
あ
る
こ
と
を
要
し

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

口
約
束
で
の
請
負
契
約
で
あ
っ
て
も
、

実
態
を
見
て
使
用
者
の
指
揮
監
督
の

も
と
で
働
い
て
い
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
そ
の
請
負
業
者
の
事
故
に
対
し

て
、
使
用
者
責
任
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
使
用
者
責
任
は
原
則
と
し

て
通
勤
時
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

自
動
車
の
場
合
に
は
通
勤
時
の
事
故

で
あ
っ
て
も
使
用
者
責
任
を
認
め
た

裁
判
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
会
社
側
も
『
使
用

者
責
任
』
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任

を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
社
用
自
転
車
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
自
転
車
通
勤
の
従
業
員
に
も
自

転
車
保
険
や
個
人
賠
償
責
任
保
険
へ

の
加
入
を
義
務
付
け
る
、
Ｔ
Ｓ
マ
ー

ク
の
貼
ら
れ
て
い
る
自
転
車
か
ど
う

か
確
認
す
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
転
車
に
限
ら
ず
、
車
で

も
歩
行
者
で
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
左
右
の
安
全

確
認
、
一
時
停
止
、
徐
行
な
ど
を
心

が
け
る
等
、
事
故
を
未
然
に
防
ご
う

と
い
う
意
識
も
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
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健康管理の重要性
〜経営者の健康維持は最大のリスク管理〜

2010年の帝国データバンクの調査によ
れば、経営者の平均年齢は59歳７ヶ月。国
立がんセンターがん対策情報センターの資
料によると、50歳代男性のかかりやすい病
気は、胃がん・大腸（結腸・直腸）がん・
肺がんとなっています。

これらの病気における平均入院日数は約
１ヶ月、自己負担合計額は約93万円との保
険会社の調査もあり、がんになると長期に
わたり仕事に穴を開けることになります。
経営者が病気を患うことによる企業として
の損失は甚大で、経営者の健康維持こそ最
大のリスク管理と言えるでしょう。

経営者自身の健康管理は、組織運営や企
業経営において欠かすことのできない重要
な要素です。経営のトップが体に不安を抱
えていては、組織やチームが成長に向けて
前進しているときや危機を乗り越えようと

チャレンジしているときに従業員の士気や
組織のエネルギーが弱まってしまう危険が
あります。経営者は、日々健康維持・体力
増進に取り組むとともに、人間ドックなど
の検診を受診し、健康状態を把握してメタ
ボや病気を未然に防ぐ「先手必勝」の健康
管理が必要となってきます。

また、従業員の健康管理も企業の社会的
責任となってきています。従業員の身体の
不調や病気は作業効率・生産性の低下を招
くことは明白ですし、近年では心の病を抱
える従業員の増加も大きな社会問題になっ
ています。

法定の定期健康診断実施項目に加え生活
習慣病健診を実施する、ウォーキングイベ
ントなど健康づくりのためのイベントを実
施する、産業医・保健師などが健診結果を
踏まえた保健指導を行うなど、経営者には
従業員の健康維持・増進に向けての具体的
な取組みも求められています。

3月号 4

「
勝
つ
こ
と
が
最
大
の
フ
ァ
ン
サ

ー
ビ
ス
」
と
公
言
し
、
勝
利
至
上
主

義
に
徹
し
て
き
た
落
合
博
満
監
督
が

二
〇
一
一
年
限
り
で
中
日
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
を
脱
ぎ
ま
し
た
。
二
〇
〇
四

年
の
就
任
か
ら
リ
ー
グ
優
勝
が
四

回
、
日
本
一
が
一
回
、
常
に
Ａ
ク
ラ

ス
と
い
う
成
績
で
し
た
。
二
〇
〇
七

年
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
完
全
試

合
目
前
の
山
井
投
手
を
降
板
さ
せ
て

物
議
を
醸
し
ま
し
た
。

素
っ
気
な
い
マ
ス
コ
ミ
対
応
、
フ

ァ
ン
や
球
団
関
係
者
と
交
流
が
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
チ
ー
ム
の
顔
と
し

て
監
督
に
営
業
的
セ
ン
ス
も
求
め
ら

れ
る
時
代
に
観
客
動
員
が
減
り
続
け

た
た
め
、
続
投
と
は
な
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。

し
か
し
、
敵
役
と
し
て
こ
れ
ほ
ど

の
存
在
は
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
違
う
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
を
見
て
み
た
い
で
す

ね
。

「ピスト」とは？

ピストはピストレーサーの略で、固定
ギアの自転車のことです。トラック、ト
ラックレーサーとも呼ばれます。

固定ギアとは車輪が空転しない仕組み
で、ペダルの動きと車輪が直結していま
す。変速機も付いておらず、踏んだ力が
ほぼそのまま車輪に伝わります。また、
構成部品が少なくシンプルな外観をして
おり、メンテナンスが楽で、故障しにく
い特徴もあります。

このように、構造が単純で装備性・耐
久性に優れており、「速く走れる」として
人気が高まっていますが、ブレーキを両
輪装備なしの状態又は片輪しか装備して
いない状態（ノーブレーキピスト）で日
本国内の公道を走ることは、公道を走る
際の必須装備を備えていないため道路交
通法違反となります。全国の警察は赤切
符を切るなどして取り締まりに乗り出し
ています。

〝
オ
レ
流
〟
落
合
監
督
退
任


